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知能メカトロニクスワークショップの論文書式
A Style Document for Papers of Intelligent Mechatronics Workshop
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概要：　この文書は第１６回知能メカトロニクスワークショップにおいて発表される講演のための原稿書式の実例です．このファイルを直接追加・修正してお使いください．この部分には200字程度の論文概要を書いてください．
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１．書式

書式は以下の表１のとおりとします．

表１　書式
	用紙サイズ
	A4

	余白
	上25mm，下30mm，左右20mm

	本文書式
	2段組，両端揃え

	フォント

	和文タイトル
	16pt
	ゴシック

	英文タイトル
	12pt
	Times

	和文著者名
	10.5pt
	明朝（*はTimes）

	英文著者名
	10.5pt
	Times

	所属
	10.5pt
	明朝（*とメールはTimes）

	以上，中央揃え

	概要
	10.5pt
	見出しはゴシック，文章は明朝

	Keywords
	10.5pt
	見出しはゴシック，文章は明朝

	節見出し
	12pt
	ゴシック

	本文
	10.5pt
	明朝

	図表見出し
	10.5pt
	明朝（表中文字は9pt等適宜）

	謝辞
	10.5pt
	見出しはゴシック，文章は明朝

	文献見出し
	10.5pt
	ゴシック

	文献リスト
	9pt
	和文は明朝，英文およびURLはTimes


ゴシック：MS Pゴシック，　明朝：MS明朝，

Times：Times New Roman
英語で原稿を作成される場合は，この書式にできるだけ近い体裁にして作成してください．
行間は固定値15ポイントですが，適宜設定して結構です．最初の行のインデントは1字下げにしてください．

なお原稿の2ページ以降は，第1行目から2段組にしてください．

２．原稿ページ数

原稿は，2ページ以上6ページ以内とします．標準は4ページとします．
３．図表・写真

図1及び表１に示す図表見本をご参照ください． 
写真は鮮明なものをお使いください．MS-Wordなどで作成する場合には，直接原稿内に貼り付けてください．

原稿は原則として，白黒印刷となります．図表のタイトルならびに説明は日本語（図表内を含む）で記載してください（英語論文の場合を除く）．
４．脚注

脚注
は，必要に応じて適宜お使いください．

５．論文送付形式と提出期限

原稿は，2011年7月29日（金）までにimec-2011@mlsv.kochi-tech.ac.jpまで提出してください．ファイルはPDF形式としてください．期限厳守でお願いします．

６．連絡先

〒782-8502

高知県香美市土佐山田町宮ノ口185　高知工科大学システム工学群

「第１６回知能メカトロニクスワークショップ」事務局　

担当：王 碩玉

電話：0887-57-2306

ファクス：0887-57-2320

E-mail：imec-2011@mlsv.kochi-tech.ac.jp
補足1　補足には，本文に入れると文章の流れが切れて論旨が不明瞭になるが，本文の事項の理解に役立つ情報（証明，考察，コメント等）を入れてください．

謝辞　謝辞が必要な場合は，参考文献の前に記載してください．
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図の見本





図1 機械システムの構成











� ここに脚注の本文が入ります．
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